
評価項目

※対象者により質問の言葉
は表現は変えてあります

分析

設
問
１

学校は、魅力ある教育活動
が展開されていると思いま
すか。（ソーラン踊り、体育
祭、文化祭、合唱コンクール
等）

生徒・保護者・教職員ともに、肯定的
な評価の割合が高い。行事を楽しみ
にしている生徒・保護者も多く、すべ
ての生徒が活躍できるような、さらに
魅力ある行事を検討していく。

設
問
２

学校は、気軽に連絡や相談
できる窓口（担任、部活動
顧問、生活サポートなど）が
ありますか。

「3 やや不十分」「4 不十分」としてい
る生徒・保護者の評価を真摯に受け
とめ、相談・カウンセリング活動を充
実させるように取り組んでいく。

設
問
３

ホームページやお便り、授
業参などを通して、さまざま
な情報を発信しています
か。

全体的には肯定的な評価の割合が
高い。今後も学級・学年通信や学校
新聞、eメッセージ、ホームページなど
多くの媒体を活用しながら、積極的
に学校からの情報発信に努めてい
く。

設
問
４

地域社会のなかで、ボラン
ティア活動や地域の行事に
参加するなど、地域のため
に自分にできることをしたい
と思いますか。

全体的に生徒・保護者の評価がやや
低い。自治会など、地域社会や保護
者と連携しながら、将来の地域社会
の担い手となるような生徒をさらに育
てていきたい。

設
問
５

授業でわからないところが
あったら、先生に質問したり
自分で調べたりしています
か。

　保護者、教職員ともに、「１ よい」「2
おおむねよい」の評価が低い。学校
教育目標にある「自ら知識を求める
生徒」を育成するために、生徒が主
体的に学習へ取り組むことができる
授業展開を工夫する必要がある。

設
問
６

授業で学んだことについ
て、家庭学習などで更に自
分で調べたり、直接先生に
質問したりすることはありま
すか。

　三者ともに多いが、特に教職員の
「3 やや不十分」の評価が多い。問題
解決学習を充実しながら、生徒の探
求心の育成を図る学習を行い、「探
求できる生徒」につなげたい。

設
問
７

授業では、友達と話し合っ
て問題を解決したり、自分
の考えを深めたりしようとし
ていますか。

生徒たちは、学習で行う、話し合い
や、かかわり合う場を楽しみにしてい
る様子が感じられる。ただ、友達の考
えや意見を聞き、「深い学び」につな
げていくためにも、教職員の研修を
充実させることが必要である。
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設
問
８

　タブレット端末を使っての
学習は、自分の力を伸ばす
ことにつながっていると思い
ますか。

　タブレット端末を活用した授業の実
践を充実させていく必要がある。さら
に来年度は、「ミライシード」が導入さ
れるため、個別最適な学びを深める
ためにも、タイピングを含めタブレット
を活用していく能力をさらに育てて
いく必要がある。

設
問
９

　定期テスト前だけでなく、
いつも計画的に学習に取り
組んでいますか。

三者ともに「１ よい」「2 おおむねよ
い」の項目が低い。学校だけでなく、
家庭学習の情報を含めて、学校・保
護者で共有しながら、「自ら学ぶ生
徒」の育成を目ざし、検討することが
必要である。

設
問
１
０

　スマートフォンやゲームに
ついて家庭でルールを決
め、それを守ろうと努力して
いますか。

生徒の評価が二極化している項目で
ある。また、保護者の評価は全体的
に低く、二者の間に差があり、家庭で

使用に関して継続的に話をしていく
ことが大切である。また、学校保健委
員会や学級活動の時間にも、健康に
もたらす影響と情報モラル教育を合
わせて行っていく。

設
問
１
１

　家庭や地域、学校などの
あらゆる場面で、自分から
すすんであいさつしようとし
ていますか。

三者において、「１ よい」「2 おおむね
よい」の評価が高い。特に生徒の評
価が高く、あいさつに自信をもって取
り組んでいる様子がうかがえる。

設
問
１
２

　学校や家庭において、時
間を意識して行動すること
ができていますか。

三者において、「１ よい」「2 おおむね
よい」の評価が高い。ただ、教職員、
保護者の評価との差が若干あるた
め、「自律した生徒」を目ざすために
も、学校・家庭において時間を意識し
て生活させたい。

設
問
１
３

　そうじの時間には、自らす
すんで担当の場所をきれい
にしようと取り組んでいます
か。

生徒の評価は高いが、教職員の評価
は「3 やや不十分」が若干多い。指示
を受けたり、指示を待ったりするので
はなく、生徒が自ら汚れなどを見つ
け、主体的に清掃活動ができるよう
に、清掃活動を充実させていきたい。

設
問
１
４

　毎日元気な学校生活をお
くるため、食事や睡眠など、
基本的な生活習慣を意識し
て生活していますか。

生徒の睡眠や食事などの生活習慣に
課題があると考えられる。学校保健
委員会や養護教諭から出される生活
チェックなどを活用しながら、基本的
な生活習慣の確立が健康の維持増
進につながることを意識させたい。

設
問
１
５

　自分自身や身の周りの安
全に気をくばり、事故やケガ
が起こらないように、登下校
や学校生活を送ることがで
きていますか。

生徒自身の評価はとても高い。交通
安全や熱中症・ケガの防止などの指
導を安全主任や養護教諭・保健主事
などが中心となって定期的に行って
おり、意識が高まっていると考えられ
る。
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設
問
１
６

学校行事や学年行事（体育
祭、文化祭、合唱コンクール
等）に向けて、学級の仲間と
協力して練習や準備をに取
り組むことができましたか。

生徒・教職員・保護者ともに高い評価
である。各行事ごとに目標を明確に
し、生徒同士の関わり合いを大切に
して活動しているからだと思われる。
また、設問17からも、行事などの活
動を学級・学年全員で取り組んでい
る様子がうかがえる。

設
問
１
７

行事を通して、仲間のよさ
を認めあうことや助け合うこ
とのよさを感じることはでき
ましたか。

「1 よい」「2 おおむねよい」の割合が
三者ともに高い。行事の目標に向け
て全員で協力しながら取り組む経験
や、事後の振り返りなどを通じて、認
め合う場の設定などを今後も継続し
ていく。

設
問
１
８

委員会活動や学級の係活
動などに、責任をもって、自
らすすんで活動しています
か。

全体的には、よい評価が見られ、生
徒たちが学校・学級のために活動し
ていることがうかがえる。日々の生活
において、生徒たちが自分で考えて、
積極的に行動できるように、学級の
時間を活用しながら伸ばして行きた
い。

設
問
１
９

部活動では、自分の目標を
たて、目標の達成に向けて、
自分なりに努力することが
できていますか。
（参加していない生徒は答
えなくてよい）

多くの生徒が部活動を楽しみにして
おり、自分自身の力を伸ばすために
取り組んでいるとうかがえる。部活動
に関わる環境が大きく変わってきて
いる中で、部活動の運営についても
模索していくことが必要である。

設
問
２
０

先生たちは、みなさんの気
持ちを理解しながら悩みや
相談事などを聞いてくれて
いますか。

全体的には、三者ともに、肯定的な評
価の割合が高い。ただ、教職員の接
し方に、物足りなさを感じている生
徒・保護者もいる。個々の生徒に寄り
添った支援を教職員全体ですすめて
いく。

設
問
２
１

先生たちは、みなさんのよ
いところを認めて、ほめて、
背中を押してくれようとして
いますか。

設問２０と同様に、教職員の接し方に
全体的に肯定的な評価が多い。た
だ、「3 やや不十分」「4 不十分」と回
答している生徒・保護者の評価を真
摯に受けとめ、個々の生徒に寄り
添った支援について、教職員で考え
ていく。

設
問
２
２

先生たちは、みなさんに困っ
たことやいじめなどがあった
ときに、しっかりと対応して
くれていますか。

「3 やや不十分」「4 不十分」としてい
る生徒・保護者の評価を真摯に受け
とめ、教職員が的確に対応できるよ
うに、教職員個人だけでなく、学年・
学校の体制を拡充させる。

設
問
２
３

先生たちは、みなさんが安
心して通えるような学校づく
りに努めていますか。

生徒・保護者・教職員ともに、肯定的
な評価の割合が高い。安全な環境づ
くり、安心して生活できるような人間
関係づくりやコミュニケーション能力
の育成など、生徒の安心・安全を第
一に、学校全体で取り組んでいく。
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設
問
２
４

先生たちは、協力して団結
しながら、みなさんの学校生
活を支えていると思います
か。

全体的に肯定的な評価の割合が高
い。「チーム東陽」として、一人一人の
生徒を学年・学校が一丸となって、支
えていくことを続けていく。

設
問
２
５

(

市
教
委

)

学校は、子どもたちに知識
や技能、自分で考え実行す
る力などを育てている。

設
問
２
６

(

市
教
委

)

学校は、子どもたちに他人と
協調し、思いやる心や感動
する心を育てている。

設
問
２
７

(

市
教
委

)

学校は、子どもたちに必要
な体力や、健康に気をつけ
て生活する意識を育ててい
る。
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